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和
歌
一
字
抄
の
古
筆
切
に
つ
い
て

日
比
野　

浩　

信

　

藤
原
清
輔
の
和
歌
一
字
抄
は
、
題
詠
の
例
歌
集
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
、
歌
学
書
と
し
て
は
比
較
的
多
く
の
数
の
伝
本
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
平
成
十
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
校
本
和
歌
一
字
抄　

付
索
引
・
資（

１
）料

』（
以
下
、
校
本
）
で
は
、
新
編
国
歌
大
観
の
底
本
と
も
な
っ

て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
以
下
、
書
陵
部
本
）
を
底
本
と
し
て
、
披
見
可
能
な
二
十
八
本
を
用
い
て
校
本
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
和
歌
一
字
抄
は
、
最
も
資
料
整
備
の
進
ん
だ
歌
学
書
の
一
つ
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

和
歌
一
字
抄
の
伝
本
は
、
清
輔
の
作
成
に
最
も
近
い
原
撰
本
、
藤
原
定
家
・
西
行
以
下
、
鎌
倉
中
期
頃
ま
で
の
歌
を
含
む
増
補
本
、
定
家
の

歌
を
含
む
も
の
の
、
増
補
本
よ
り
も
歌
数
は
少
な
く
、
原
撰
本
に
近
い
中
間
本
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
、
増
補
本
は
さ
ら
に
第
一
類
か
ら
第
五

類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
原
撰
本
は
上
巻
の
み
、
中
間
本
は
下
巻
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
下
巻
の
原
撰
本
、
上
巻
の

中
間
本
は
見
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
伊
井
春
樹
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ（

２
）た

大
阪
青
山
短
期
大
学
所
蔵
の
伝
後
光
厳
院
筆
本
（
以
下
、

後
光
厳
本
）
は
、
上
巻
・
下
巻
と
も
に
原
撰
本
系
統
と
い
う
注
目
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
が
、
校
本
で
は
未
精
査
本
と
し
て
校
合
の
対
象
と
は
な

し
得
ず
、
原
撰
本
下
巻
の
本
文
は
、
事
実
上
、
公
に
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
校
本
刊
行
後
、
下
巻
の
原
撰
本
と
位
置
付
け
ら
れ
る
伝
本
が
新
た
に
見
出
さ
れ
た
た
め
、
紹
介
を
試
み
、
全
文
を
翻
刻
し（

３
）た

。

さ
ら
に
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
年
、
仁
平
四
年
に
奏
覧
、
保
元
二
年
に
「
或
本
」
を
書
写
し
た
旨
の
、
清
輔
の
奥
書
を
持
つ
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
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本
（
以
下
、
鶴
見
本
）
が
、
伊
倉
史
人
氏
に
よ
っ
て
紹
介
・
翻
刻
さ
れ（

４
）た

。
こ
れ
も
ま
た
下
巻
の
原
撰
本
で
、
永
ら
く
素
性
が
明
ら
か
に
し
づ

ら
か
っ
た
下
巻
原
撰
本
が
、
立
て
続
け
に
出
現
し
た
の
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

と
も
あ
れ
、
校
本
刊
行
で
伝
本
・
本
文
に
つ
い
て
は
一
区
切
り
付
い
た
と
思
わ
れ
た
和
歌
一
字
抄
の
研
究
で
あ
る
が
、
重
要
資
料
の
出
現
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
進
展
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
重
要
資
料
に
古
筆
切
が
あ
る
。
稿
者
は
先
に
和
歌
一
字
抄
の
古
筆
切
に
つ
い
て
集
成
、
卑
見
を
述
べ（

５
）た

こ
と
が

あ
り
、
校
本
に
も
二
種
四
葉
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
新
た
に
管
見
に
入
っ
た
断
簡
も
あ
る
。
古
筆
切
の
利
用
は
、
現
存
伝
本
と
の

比
較
に
よ
っ
て
こ
そ
、
明
確
な
位
置
付
け
と
資
料
的
価
値
が
決
ま
る
。
幸
い
に
し
て
和
歌
一
字
抄
は
、
詳
細
な
校
本
が
成
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

現
存
伝
本
に
一
渡
り
の
見
通
し
が
立
っ
た
の
で
あ
り
、
古
筆
切
の
一
伝
本
と
し
て
の
位
置
付
け
を
可
能
な
ら
し
め
た
今
、
改
め
て
検
討
し
、
資

料
的
有
用
性
の
一
端
を
示
し
て
み
た
い
。

　
　
A　
伝
中
山
康
親
筆　
六
半
切

　

ま
ず
、
伝
中
山
康
親
筆
切
は
、
旧
稿
で
も
取
り
上
げ
、
校
本
に
も
掲
出
し
た
個
人
蔵
の
一
葉
の
み
で
、
新
出
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
も
と

は
六
半
形
の
冊
子
本
の
断
簡
で
あ
る
が
、
半
分
ほ
ど
に
裁
断
さ
れ
て
、
六
行
が
残
る
。
ち
な
み
に
、
和
歌
一
字
抄
の
現
存
伝
本
は
多
く
が
四
半

本
で
、
六
半
本
は
後
光
厳
本
と
鶴
見
本
が
報
告
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
は
、
当
該
切
も
あ
る
い
は
原
撰
本
か
と
の

期
待
も
皆
無
で
は
な
い
。
康
親
の
署
名
入
り
短
冊
な
ど
と
比
べ
る
と
、
比
較
し
得
る
文
字
が
少
な
く
、
断
定
は
控
え
た
い
が
、
似
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
真
筆
の
可
能
性
も
な
し
と
は
し
な
い
。
書
写
年
代
も
室
町
時
代
の
中
期
頃
で
あ
ろ
う
。
現
存
伝
本
は
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
期
の
書
写

本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
の
書
写
本
は
、
断
簡
と
い
え
貴
重
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
文
を
再
掲
し
て
お
く
。

　

①　
高
城
功
一
氏
蔵
切
（
十
四
・
八
セ
ン
チ
×
六
・
八
セ
ン
チ
）
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終
日
対
菊　
　
　

行
宗

　
　

い
つ
し
か
と
朝
戸
を
あ
け
て
菊
の
花

　
　

月
の
ひ
か
り
の
さ
す
ま
て
そ
み
る
（
二
八
〇
）

　
　
　
　

終
夜
待
郭
公　
　

俊
頼
朝
臣

　
　

あ
け
ぬ
め
り
終
に
は
な
の
れ
郭
公

　
　

待
に
は
な
か
ぬ
物
と
し
ら
る
な
（
二
八
一
）

　

和
歌
一
字
抄
の
伝
本
は
、
歌
の
出
入
り
を
以
て
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
二
八
〇
・
二
八
一
番
歌
は
、
全
て
の
系
統
に
含
ま
れ
る
歌

で
あ
り
、
系
統
分
類
の
基
準
と
な
る
歌
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
校
本
の
校
異
を
参
考
に
本
文
を
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
異
同
を
摘
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。（
略
号
は
校
本
に
拠
っ
た
。
仮
名
遣
い
や
、
漢
字
・
仮
名
の
違
い
は
掲
出
し
な
い
。
ま
た
、
各
略
号
の
横
に
、
増
補
本
は
何
類

に
分
類
さ
れ
る
伝
本
で
あ
る
か
を
、
漢
数
字
で
示
し
た
。）

　

L1　

行
宗　
　
　
　

行
宗
卿
（
谷
・
三
・
書
・
樋一

・
稲二

・
島三

・
基三

）

　

L4　

俊
頼
朝
臣　
　

俊
頼
（
谷
・
三
・
書
）　

匡
房

俊
頼
朝
臣
イ

（
樋一

）

　

L5　

あ
け
ぬ
め
り　

あ
け
ぬ
な
り
（
他
本
）
あ
か
ぬ
な
を
（
神一

・
醍二

・
鷹二

・
筑二

・
藤二

・
京五

の
異
文
注
記
）

　

L6　

物
と　
　
　
　

物
に
（
樋一

・
歴一

）

　

L6　

し
ら
る
な　
　

し
ら
る
れ
（
書
・
資一

・
樋一

・
歴一

・
京五

）
し
ら
る
る
（
篠二

・
長四

・
日四

・
松四

）

　

作
者
名
の
「
行
宗
」・「
俊
頼
朝
臣
」
は
、
伝
本
に
よ
っ
て
は
「
行
宗
」
を
「
行
宗
卿
」、「
俊
頼
朝
臣
」
を
「
俊
頼
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

そ
の
な
か
で
、
原
撰
本
系
統
（
谷
・
三
・
書
）
で
は
「
行
宗
卿
」「
俊
頼
」
の
よ
う
に
両
者
と
も
断
簡
と
は
対
立
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
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断
簡
は
原
撰
本
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
首
目
の
歌
の
初
句
「
あ
け
ぬ
め
り
」

は
現
存
伝
本
で
は
「
あ
か
ぬ
な
を
」
と
す
る
よ
う
な
異
文
注
記
を
持
つ
も
の
が
あ
る
が
、総
じ
て
「
あ
け
ぬ
な
り
」、俊
頼
の
散
木
奇
歌
集
で
も
「
あ

け
ぬ
な
り
」
と
あ
っ
て
、
断
簡
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
第
五
句
の
異
同
は
、
各
系
統
間
に
お
い
て
も
異
同
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
基
準
と

は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
第
三
類
に
属
す
る
伝
本
と
の
異
同
が
見
ら
れ
な
い
が
、
作
者
名
「
行
宗
卿
」
の
「
卿
」
の
有
無
は
、
第
三
類
の
伝
本

間
に
も
異
同
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
い
ず
れ
の
系
統
と
も
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
な
く
、
現
存
伝
本
と
の
比
較
か
ら
、
当
該
伝
中
山
康
親
筆
切

の
本
文
系
統
は
明
確
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
更
な
る
ツ
レ
の
出
現
を
俟
っ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
現
存
伝
本
の

中
で
も
第
五
類
は
、
第
一
類
か
ら
第
四
類
に
は
分
類
し
難
い
、
い
わ
ば
系
統
未
詳
本
な
の
で
あ
り
、
他
に
も
こ
の
よ
う
な
性
質
の
伝
本
が
存
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

室
町
期
の
書
写
に
か
か
る
古
い
伝
本
の
断
簡
で
あ
り
、
系
統
の
明
確
化
の
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
ツ
レ
の
出
現
を
俟
っ
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
　
B　
伝
鷲
尾
隆
康
筆　
大
四
半
切

　

伝
鷲
尾
隆
康
筆
切
は
、
旧（

５
）稿

で
三
葉
を
取
り
上
げ
、
校
本
に
も
掲
出
し
た
が
、
そ
れ
以
降
に
も
新
た
に
三
葉
が
管
見
に
入
り
、
六
葉
と
な
っ
た
。

も
と
は
縦
最
大
二
十
七
・
四
セ
ン
チ
×
横
最
大
十
八
・
七
セ
ン
チ
の
大
四
半
形
の
冊
子
本
の
断
簡
。
旧
稿
で
は
一
面
十
行
と
考
え
て
い
た
が
、

十
一
行
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
隆
康
の
署
名
入
り
短
冊
と
比
較
す
る
と
、
類
似
点
が
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
異
筆
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ

そ
う
で
あ（

６
）る

。
そ
れ
で
も
書
写
年
代
は
室
町
中
期
頃
と
み
て
差
し
支
え
な
く
、
南
北
朝
期
書
写
と
さ
れ
る
後
光
厳
本
に
次
ぐ
古
さ
で
あ
る
。
大

振
り
で
立
派
な
体
裁
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
格
式
や
然
る
べ
き
用
途
を
感
じ
さ
せ
る
善
写
本
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
ず
は
、
そ
の
本
文
を
掲
げ
て
お
く
。
現
時
点
で
の
本
文
集
成
を
兼
ね
て
六
葉
全
て
を
掲
出
し
、
便
宜
的
に
、
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
付
し

て
お
く
。
全
て
下
巻
の
断
簡
で
あ
る
。
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①
個
人
蔵
切
（
二
十
七
・
一
セ
ン
チ
×
十
六
・
八
セ
ン
チ
）

　
　

菊
の
花
さ
き
ぬ
る
時
は
め
か
れ
せ
す
い
く
あ
さ
露
の
お
き
て
み
つ
ら
ん
（
六
四
六
）

　
　
　
　

臨
老
惜
花	

顕
仲
入
道

　
　

老
ぬ
れ
は
我
か
よ
は
ひ
も
あ
た
な
る
に
ま
つ
ち
る
花
の
お
し
ま
る
ゝ
か
な
（
六
四
七
）

　
　

入 

十
二

　
　
　
　

落
花
入
簾	

顕
季
卿

　
　

桜
花
みこ

す
の
ま
と
を
りく

イ

入
か
ら
に
ち
り
さ
へ
け
さ
は
払
はて

そ

み

る

イ

さ
り
け
り
（
六
四
八
）

　
　
　
　

山
月
入
簾	

頼
綱

　
　

あ
ら
は
に
や
内
も
み
ゆ
ら
む
玉
た
れ
の
山
の
は
い
つ
る
月
の
光
に
（
六
四
九
）

　
　
　
　

同	
藤
原
隆
賢

　
　

あ
し
火
た
く
こ
や
の
こ
す
に
は
山
の
端
の
月
よ
り
外
は
入
人
も
な
し
（
六
五
〇
）

②
出
光
美
術
館
蔵
『
浜
千
鳥
』
所
収（
７
）切

（
二
十
六
・
一
セ
ン
チ
×
十
六
・
二
セ
ン
チ
）

　
　

さ
か
り
な
る
花
の
本
に
は
春
の
日
の
く
る
ゝ
も
し
ら
ぬ
物
に
そ
あ
り
け
る
（
六
六
一
）

　
　
　
　

夕
対
卯
花	

資
仲

　
　

月
に
こ
そ
ふ
せ
や
の
簾
あ
け
し
か
と
卯
花
に
又
お
ろ
さ
れ
ぬ
か
な
（
六
六
二
）

　
　
　
　

対
水
待
月 

金	

藤
基
俊

　
　

夏
の
夜
の
月
待
程
の
手
す
さ
み
に
岩
も
る
し
水
い
く
結
し
つ
（
六
六
三
）

　
　
　
　

対
泉
述
懐	

俊
頼

　
　

身
の
う
き
に
し
み
か
へ
り
ぬ
る
歎
を
は
玉
井
の
水
も
え
や
は
清
め
む
（
六
六
四
）
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対
月
待
秋	

懐
円
法
師

　
　

み
る
程
も
な
く
て
明
ぬ
る
夏
の
夜
の
月
に
つ
け
て
も
秋
そ
ま
た
る
ゝ
（
六
六
五
）

　
　
　
　

対
山
待
月 

金	

土
御
門
右
府

③
個
人
蔵
切
（
二
十
七
セ
ン
チ
×
十
一
・
六
セ
ン
チ
）

　
　

身
の
う
さ
は
野
分
に
あ
へ
る
花
な
れ
や
ち
り
ひ
ち
に
な
る
心
ち
の
み
し
て
（
八
〇
六
）

　
　

冒　
侵 

卌
五

　
　
　
　

冒
雨
見
花	

俊
頼
朝
臣    

　
　

ち
る
花
の
し
つ
く
に
ぬ
る
ゝ
袖
な
れ
や
か
は
く
も
お
し
き
物
に
そ
有
け
る
（
八
〇
七
）

　
　

凌 

卌
六

　
　
　
　

野
径
凌
花	
橘
俊
宗

　
　

露
し
け
み
小
野
の
萩
原
過
行
は
花
す
り
衣
き
ぬ
人
そ
な
き
（
八
〇
八
）

④
個
人
蔵
切
（
二
十
七
・
一
セ
ン
チ
×
十
八
・
七
セ
ン
チ
）

　
　

あ
さ
氷
に
ほ
も
か
よ
は
す
な
り
に
け
り
な
に
を
よ
す
ら
む
田
子
の
う
ら
浪
（
八
一
五
）

　
　
　
　

谷
水
結
氷	

花
園
左
大
臣

　
　

谷
川
の
よ
と
み
に
む
す
ふ
氷
こ
そ
み
る
人
も
な
き
鏡
な
り
け
れ
（
八
一
六
）

　
　

□ 

□

　
　
　
　

氷
閉
水
鳥	

俊
頼

　
　

夜
を
さ
む
み
む
す
ふ
氷
や
水
鳥
の
か
つ
く
岩
ま
の
関
と
成
ら
む
（
八
一
七
）

　
　
　
　

氷
閉
河
水	

同
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飛
鳥
河
渕
は
氷
に
と
ち
ら
れ
て
い
か
て
か
瀬
に
も
成
か
は
る
ら
む
（
八
一
八
）

　
　
　
　

氷
閉
池
水	

同

　
　

終
夜
ま
野
ゝ
か
や
原
さ
え
〳
〵
て
池
の
汀
も
こ
ほ
り
し
に
け
り
（
八
一
九
）

　
　

染 

五
十

⑤
個
人
蔵
切
（
二
十
七
セ
ン
チ
×
十
六
セ
ン
チ
）

　
　
　

四 

同
題	

俊
頼
朝
臣

　
　

葉
が
く
れ
は
し
は
し
も
す
ま
へ 

桜
花
つ
ゐ
に
は
風
の
ね
に
か
へ
す
と
も
（
一
〇
〇
〇
）

　
　
　

二
同	

太
政
大
臣 

実
行

　
　

け
ふ
も
又
散
に
け
ら
し
な
桜
花
あ
す
は
青
葉
に
成
や
は
て
南
（
一
〇
〇
一
）

　
　
　
　

郭
公
語
少	
橘
成
元

　
　

五
月
雨
を
ま
つ
らち

イ

の
山
の
時
鳥
ほ
の
か
に
な
き
て
過
ぬ
な
る
か
な
（
一
〇
〇
二
）

　
　

有　
在 

八
十
七

　
　
　
　

春
情
有
花	

顕
季

　
　

心
み
に
さ
て
も
や
春
は
う
れ
し
き
と
花
な
き
年
に
逢
よ
し
も
か
な
（
一
〇
〇
三
）  

 

⑥
個
人
蔵
切
（
二
十
七
・
四
セ
ン
チ
×
八
・
七
セ
ン
チ
）

　
　
　
　

松
虫
千
世
鳴	

兼
盛

　
　

千
年
と
そ
草
む
ら
こ
と
に
き
こ
ゆ
な
る
こ
や
松
虫
の
声
に
は
有
ら
ん
（
一
〇
九
七
）

　
　
　
　

日
久
良
志
来
鳴

　
　

夕
か
け
に
き
な
く
ひ
く
ら
し
ここ

こ
ろ
た
く
イ

ゝ
た
く
に
日
こ
と
に
な
け
と
あ
か
ぬ
声
哉
（
一
〇
九
八)
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蝦
蟇
妻
呼

　

断
簡
④
の
四
行
目
に
「
□ 

□
」
と
し
て
示
し
た
箇
所
に
は
擦
り
消
し
痕
と
み
ら
れ
る
料
紙
の
荒
れ
が
あ
る
。
標
目
「
閉 

卌
九

」
が
書
か
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
か
な
る
理
由
で
削
ら
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
葉
の
古
筆
切
と
し
て
、
統
一
感
を
出
す
た
め
で
も
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
断
簡
①
③
④
⑤
に
見
ら
れ
る
、
標
目
に
付
さ
れ
た
序
数
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
序
数
は
全
て
の
伝
本
に
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
本
文
中
の
標
目
の
序
数
の
他
に
も
、
巻
頭
目
次
の
標
目
に
も
、
こ
れ
を
記
す
伝
本
と
記
さ
な
い
伝
本
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
違
い
が
伝
本
の
系
統
分
類
の
特
色
た
り
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

以
下
に
、
校
本
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
伝
本
お
よ
び
新
出
の
原
撰
本
二
本
の
、
目
次
で
の
標
目
、
本
文
中
の
標
目
の
、
序
数
の
有
無
を
示

し
た
。
な
お
、
新
出
原
撰
本
の
日
比
野
本
に
は
「
日
」、
鶴
見
本
に
は
「
鶴
」
の
略
号
を
与
え
た
。
ま
た
、
途
中
ま
で
し
か
序
数
の
付
さ
れ
て

い
な
い
も
の
を
△
、
目
次
や
、
本
文
中
の
標
目
が
無
い
も
の
は
｜
と
し
た
。

原
撰
本

 

中
間
本

 

一
類
本

 

二
類
本

 

三
類
本

 

四
類
本

 

五
類
本

目
次
文
中

目
次
文
中

目
次
文
中

目
次
文
中

目
次
文
中

目
次
文
中

目
次
文
中

谷

×

×

○井
×

×

底

○

×

石

○

×

稲

○

×

丹

×

×

京

○

×

三

×

×

○三
○

○

川

○

×

醍

○

×

島

○

×

長

×

×

彰

○

○

書

×

×

神

○

○

鷹

○

×

基

○

○

日

○

○

内

○

○

資

×

×

篠

○

×

松

×

×

日

×

｜

樋

×

×

筑

○

×

芦

｜

×

鶴

△

×

歴

○

×

藤

○

×
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標
目
の
序
数
の
有
無
は
、
必
ず
し
も
規
則
的
で
は
な
い
。
二
類
本
は
統
一
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
系
統
間
の
近
似
性
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、

他
系
統
本
と
の
分
類
基
準
に
は
な
ら
な
い
。
標
目
の
序
数
の
有
無
は
各
系
統
の
傾
向
を
示
し
得
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

次
に
、
断
簡
に
お
け
る
歌
の
有
無
と
歌
順
を
比
較
す
る
。
原
撰
本
は
日
比
野
本
、
中
間
本
は
三
康
図
書
館
蔵
本
に
拠
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有

番
号
を
示
し
、
増
補
本
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
で
示
し
た
。

原
撰
本

中
間
本

断
簡

増　
　
　

補　
　
　

本

一
類

二
類

三
類

四
類

五
類

40
40

①1
646

646
646

646
646

41

（
歌
欠
）

41
2

647
647

647
647

647
42

42
3

648
648

648
648

648
43

43
4

649
649

649
649

649
44

44
5

650
650

650
650

650
52

52

②1
661

661
661

661
661

53
53

2
662

662
662

662
662

54
54

3
663

663

※

663
663

663
55

55
4

664
664

664
664

664
56

56
5

665
665

665
665

665
57

57
6

666
666

666
666

666
177

180

③1
806

806
806

806
806

178
181

2
807

807
807

807
807

×

×

×

×

×

×

1187

×

179
182

3
808

808
808

808
808

185
188

④1
815

815
815

815
815

186
189

2
816

816
816

816
816

187
190

3
817

817
817

817
817

188
191

4
818

818
818

818
818

189
192

5
819

819
819

819
819
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原
撰
本

中
間
本

断
簡

増　
　
　

補　
　
　

本

一
類

二
類

三
類

四
類

五
類

333
341

999
1001

1001
1001

1001
334

342

⑤1
1000

999
999

999
999

×

×

2
1001

1000
1000

1000
1000

335
343

3
1002

1002
1002

1002
1002

336
344

4
1003

1003
1003

1003
1003

413
425

⑥1
1097

1097
1097

1097
1097

414
426

2
1098

1098
1098

1098
1098

（
※
二
類
本
の
う
ち
筑
波
大
学
本
の
み663

・662

の
順
）

　

ま
ず
、
大
分
類
と
し
て
は
、
断
簡
⑤
の
次
の
歌
が
原
撰
本
と
中
間
本
に
は
な
い
。

　
　

け
ふ
も
又
散
に
け
ら
し
な
桜
花
あ
す
は
青
葉
に
成
や
は
て
南
（
一
〇
〇
一
）

こ
れ
は
同
じ
く
原
撰
本
の
後
光
厳
本
と
鶴
見
本
、
中
間
本
の
井
上
宗
雄
氏
蔵
本
に
も
な
く
、
増
補
本
に
の
み
存
す
る
歌
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
当

該
断
簡
は
増
補
本
と
断
ぜ
ら
れ
る
。
な
お
、
断
簡
①
の
二
首
目
、

　
　

老
ぬ
れ
ば
我
か
よ
は
ひ
も
あ
た
な
る
に
ま
つ
ち
る
花
の
お
し
ま
る
ゝ
か
な
（
六
四
七
）

は
、
日
比
野
本
で
は
歌
題
と
作
者
名
が
あ
り
な
が
ら
歌
を
欠
く
。
こ
れ
は
、
後
光
厳
本
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
鶴
見
本
で
は
歌
題
・
作
者
名
と

共
に
和
歌
も
備
わ
っ
て
い
る
。
後
光
厳
本
・
日
比
野
本
に
お
け
る
歌
の
欠
落
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
原
撰
本
と
し
て
の
特
性
を
示
す
も
の
で
は

な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
歌
の
有
無
は
、
原
撰
本
内
部
で
の
相
違
に
過
ぎ
ず
、
系
統
分
類
の
基
準
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　

断
簡
③
は
、
第
四
類
本
の
み
、
二
首
目
と
三
首
目
の
間
に
、
次
の
歌
が
あ
る
（
丹
鶴
叢
書
本
に
拠
る
）。

　
　
　
　

岸
菊
浸
波	

兼
宗

　
　

し
ら
き
く
の
咲
る
汀
に
を
る
浪
は
匂
ひ
や
す
ら
ん
す
ゑ
の
な
か
れ
も
（
一
一
八
七
）
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第
二
類
の
筑
波
大
学
本
で
は
、
藍
墨
で
補
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
第
四
類
本
と
の
校
合
に
よ
っ
て
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

四
類
本
の
う
ち
蘆
庵
文
庫
蔵
本
も
こ
の
歌
を
欠
く
が
、芦
庵
文
庫
蔵
本
の
本
文
が
、全
体
的
に
は
や
は
り
他
の
第
四
類
本
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
、

次
に
触
れ
る
断
簡
⑤
の
歌
順
異
同
な
ど
か
ら
、
断
簡
と
芦
庵
文
庫
蔵
本
と
が
、
特
に
近
い
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

最
も
重
要
な
の
は
歌
順
で
、
断
簡
⑤
の
歌
順
が
、
増
補
本
の
う
ち
、
第
一
類
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
該
伝
鷲
尾
隆
康
筆
切
は
、
増

補
本
第
一
類
に
属
す
こ
と
が
明
確
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
順
の
異
同
は
、
断
簡
⑤
の
「

四 

同
題
」「

二 

同
」
の
よ
う
に
、
入
れ
替
わ
り
を
示
す
数
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

校
本
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
「
伝
本
書
誌
」
に
も
、

題
ま
た
は
和
歌
の
方
に
「
一
」「
二
」
な
ど
番
号
を
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
上
巻
相
当
部
分
に
一
箇
所
、
下
巻
相
当
部
分
に
八
箇
所
見
ら
れ

る
か
ら
、
書
写
者
も
し
く
は
書
写
原
本
享
受
の
ど
こ
か
の
段
階
で
他
本
と
校
合
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

と
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
の
点
は
、
他
の
第
一
類
本
で
も
み
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
の
歌
順
こ
そ
が
よ
り
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
す
な
わ
ち
、

増
補
本
の
本
来
の
歌
順
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
当
該
箇
所
の
歌
順
の
異
同
は
、
歌
の
入
れ
替
わ
り
に
よ
っ
て
生
じ
た

の
で
は
な
く
、

九
九
八

花
漸
少

九
九
九

同
座

一
〇
〇
一

同

一
〇
〇
〇

同
題

一
〇
〇
二

時
鳥
語
少

の
よ
う
に
、
一
〇
〇
一
番
歌
が
増
補
さ
れ
た
位
置
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

歌
題
「
花
漸
少
」
の
直
後
、
も
し
く
は
同
一
題
の
末
尾
に
増
補
さ
れ
た
こ
と
は
判
る
が
、
全
体
的
に
は
「
同
題
」「
同
座
」
が
「
同
」
と
混
乱
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し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
一
〇
〇
一
番
の
場
合
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
が
「
同
題
」
と
し
て
い
る
以
外
は
、
残
り
全

て
の
伝
本
で
「
同
」
と
あ
る
。「
花
漸
少
」
の
よ
う
に
具
体
的
な
歌
題
の
直
後
に
位
置
さ
せ
、
前
の
歌
と
題
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ

れ
ば
、
単
に
「
同
」
と
あ
る
よ
り
も
「
同
題
」
と
す
る
方
が
よ
り
精
確
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
同
座
」
と
い
う
事
柄
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
示
す

の
で
あ
れ
ば
、「
同
じ
く
同
座
」
の
意
と
し
て
「
同
」
と
す
れ
ば
よ
か
ろ
う
。
同
座
な
ら
ば
題
を
同
じ
く
す
る
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

「
同
題
」
と
記
さ
れ
た
後
で
あ
れ
ば
、「
同
」
で
通
じ
る
の
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
同
題
」
を
二
度
連
ね
る
必
要
も
な
い
。
す
る
と
、
一
〇
〇
〇

番
「
同
題
」
の
次
に
一
〇
〇
一
番
を
「
同
」
と
す
る
歌
順
に
は
、
整
合
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
九
九
九
・
一
〇
〇
〇
番
共
に
「
同
」

と
す
る
伝
本
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
（
資
・
樋
・
筑
・
稲
・
島
・
基
・
丹
・
長
・
日
・
芦
）、
こ
の
場
合
は
、
九
九
八
番
の
後
で
も
、
一
〇
〇
〇
番

の
後
で
も
お
か
し
く
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
整
合
性
が
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
が
正
し
く
、
い
ず
れ
が
誤
り
で
あ
る
と
は

断
ぜ
ら
れ
な
い
。
ど
ち
ら
の
歌
順
こ
そ
が
本
来
の
歌
順
で
あ
る
か
は
決
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
和
歌
一
字
抄
に
お
け
る

和
歌
の
増
補
は
、
本
文
の
上
部
欄
外
や
行
間
な
ど
、
同
一
標
目
の
「
そ
の
辺
り
」
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
本
行
化
し
て
い
っ
た
と
推

測
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

と
も
あ
れ
、
断
簡
③
の
歌
の
出
入
り
、
及
び
断
簡
⑤
の
歌
の
出
入
り
と
歌
順
か
ら
、
当
該
伝
鷲
尾
隆
康
筆
切
は
、
増
補
本
第
一
類
に
分
類
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
当
該
断
簡
が
書
写
さ
れ
た
室
町
中
期
以
前
の
段
階
で
既
に
校
合
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
頃
に
は
既
に
歌
順
に
異
同
を
生
じ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
以
前
に
増
補
本
が
成
っ
た
こ
と
な
ど
、
江
戸
期
書
写
本
で

は
明
確
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
事
柄
を
、
一
気
に
遡
ら
せ
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

で
は
、
当
該
断
簡
の
第
一
類
内
で
の
位
置
付
け
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

　

和
歌
一
字
抄
の
書
式
は
大
き
く
二
形
式
あ
る
。
題
と
作
者
名
で
一
行
、
和
歌
が
一（

８
）行

と
い
う
書
式
か
、
上
か
ら
題
・
歌
・
作
者
を
三
段
一
行

に
記
す
書
式
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
撰
集
の
よ
う
な
詞
書
の
長
短
は
な
く
、
書
式
が
一
致
し
て
い
れ
ば
、
似
た
よ
う
な
紙
面
に
な
る
こ
と
は
さ

ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
筆
跡
の
違
い
な
ど
も
あ
っ
て
、
書
面
の
持
つ
「
印
象
」「
雰
囲
気
」
は
自
ず
と
変
化
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
書
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陵
部
本
な
ど
は
、
断
簡
と
比
較
的
類
似
し
た
書
面
の
印
象
を
受
け
る
。
の
み
な
ら
ず
、
本
文
の
異
同
を
示
す
傍
書
な
ど
も
悉
く
一
致
し
て
お
り
、

そ
の
近
似
性
を
感
じ
さ
せ
る
に
は
充
分
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
標
目
の
序
数
が
書
陵
部
本
に
は
な
い
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
）。

　

こ
の
よ
う
な
書
面
の
「
類
似
」
の
印
象
は
、
諸
伝
本
を
複
数
見
た
上
で
の
「
勘
」
に
過
ぎ
な
い
が
、
伝
本
間
の
近
似
性
を
考
え
る
際
に
、
あ

な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
あ
く
ま
で
印
象
論
で
あ
り
、
具
体
的
な
比
較
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
よ
り
詳
細
な
比
較
検

討
が
必
要
と
な
ろ
う
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
伝
鷲
尾
隆
康
筆
切
と
書
陵
部
本
と
の
関
係
性
に
示
唆
的
な
、
断
簡
⑤
の
二
首
目
一
〇
〇
一
番

歌
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
先
に
も
掲
出
し
た
が
、
今
一
度
掲
出
し
て
お
く
。
歌
句
の
異
同
は
、
仮
名
遣
い
・
漢
字
・
仮
名
の
違

い
を
除
け
ば
、
傍
線
を
付
し
た
二
箇
所
し
か
な
い
。

　
　

け
ふ
も
又
散
に
け
ら
し
な
桜
花
あ
す
は
青
葉
に
成
や
は
て
南

　

ま
ず
、
彰
考
館
蔵
本
が
第
四
句
「
あ
す
は
青
葉
に
」
を
「
あ
す
や
青
葉
に
」
と
す
る
、「
は
」
と
「
や
」
一
字
の
異
同
で
あ
る
。
桜
の
花
が
今

日
も
散
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
、明
日
は
青
葉
ば
か
り
に
成
り
果
て
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
一
首
の
意
味
か
ら
も
、「
あ
す
や
」「
な
り
や
」

の
よ
う
に
「
や
」
は
二
度
も
必
要
は
な
い
。
独
自
異
文
で
も
あ
り
、
彰
考
館
蔵
本
の
誤
写
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　

も
う
一
点
の
異
文
が
問
題
で
あ
る
。
第
五
句
の
末
尾
「
南
」
は
、他
の
本
で
は
概
ね
「
な
む
」
も
し
く
は
「
な
ん
」（
以
下
、「
な
む
」
に
統
一
）

と
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
表
記
の
違
い
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
書
陵
部
本
の
み
「
ま
」
の
よ
う
な
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
な
り

や
は
て
ま
」
で
は
意
味
を
成
さ
ず
、
誤
写
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、「
な
む
」
を
「
ま
」
に
誤
る
こ
と
は
考
え
難
か
ろ
う
。
し

か
し
、断
簡
で
は
、こ
の
箇
所
を
「
成
り
や
は
て
南
」
の
よ
う
に
、「
南
」
と
表
記
し
て
「
な
ん
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
「
南
」
こ
そ
が
「
ま
」

の
よ
う
な
字
形
へ
の
誤
写
の
原
因
と
い
え
よ
う
。
逆
に
「
ま
」
を
「
南
」
に
誤
る
こ
と
な
ど
は
考
慮
す
る
必
要
も
な
い
。

　

た
だ
し
、当
該
断
簡
で
は
、は
っ
き
り
「
南
」
と
解
読
で
き
る
た
め
、当
該
断
簡
を
直
接
書
写
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
ま
」
に
誤
る
こ
と
は
な
い
。

よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、「
南
」
の
字
形
が
崩
れ
た
本
を
、
書
陵
部
本
が
転
写
し
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
明
ら
か
に
意
味
不
通
の
本
文
を
な
ま
じ

い
に
推
測
・
改
訂
す
る
こ
と
な
く
見
た
ま
ま
の
字
形
を
残
し
て
書
写
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
点
か
ら
、
書
陵
部
本
が
、
親
本
を
忠
実
に
書
写
し
よ
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う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
、
そ
こ
に
断
簡
と
書
陵
部
本
と
の
紙
面
の
類
似
を
考
慮
す
る
と
、
断
簡
と
書
陵
部
本
の
近
し
い
関
係

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
南
」
を
「
な
む
」
に
訓
じ
て
転
写
す
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
考
え
ら
れ
、
他
の
第
一
類
本
と

も
疎
遠
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　　

伝
鷲
尾
隆
康
筆
切
は
、
現
存
本
の
う
ち
特
に
書
陵
部
本
と
関
連
が
深
く
、
第
一
類
本
の
祖
本
（
筋
）
で
あ
る
可
能
性
を
存
し
て
い
る
と
言
っ

て
よ
か
ろ
う
。

　

以
上
、
和
歌
一
字
抄
の
古
筆
切
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

伝
中
山
康
親
筆
切
は
現
在
ま
で
に
一
葉
し
か
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
ツ
レ
の
出
現
を
俟
っ
て
改
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
な
ろ
う
。
伝
鷲
尾
隆
康
筆
切
は
、増
補
本
系
統
中
の
最
善
本
と
さ
れ
、新
編
国
歌
大
観
の
底
本
と
も
さ
れ
る
書
陵
部
本
と
特
に
関
連
深
く
、

第
一
類
本
の
本
文
が
室
町
中
期
に
ま
で
遡
り
得
る
こ
と
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
祖
本
筋
に
当
た
る
可
能
性
が
高
い
。
何
よ
り
、
増
補
本
系

統
と
し
て
は
最
古
写
本
の
断
簡
で
あ
り
、
増
補
本
の
生
成
が
こ
の
時
期
以
前
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
も
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

　

古
筆
切
は
、
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
古
筆
切
を
も
加
味
し
た
伝
本
・
本
文
の
検
討
が
改
め

て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 （

書
陵
部
蔵
本　

拡
大
）

（
断
簡
⑤　

拡
大
）
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（
１
）�

和
歌
一
字
抄
研
究
会
編
『
校
本
和
歌
一
字
抄　

付
索
引
・
資
料
』（
平
成
十
六
年
二
月　

風
間
書
房
）

（
２
）�
伊
井
春
樹
氏
「
伝
後
光
厳
院
筆
『
和
歌
一
字
抄
』
の
本
文
」（
島
津
忠
夫
先
生
古
希
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
日
本
文
学
史
論　

島
津
忠
夫

先
生
古
希
記
念
論
集
』
平
成
九
年
九
月　

世
界
思
想
社
）

（
３
）�

日
比
野
「
原
撰
本
『
和
歌
一
字
抄
』
下
巻
」（
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
39　

平
成
二
十
八
年
三
月
）、
同
「
和
歌
一
字
抄
の
新
出
伝
本
に

つ
い
て
―
下
巻
原
撰
本
と
し
て
の
位
置
付
け
―
」（
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
40　

平
成
二
十
九
年
三
月
）、
同
「
和
歌
一
字
抄
下
巻
原
撰

本
の
本
文
」（
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
41　

平
成
三
十
年
三
月
）。
な
お
、
稿
者
の
保
管
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
旧
稿
で
は
「
架
蔵
本
」

と
呼
称
し
た
が
、
伊
倉
氏
が
注
（
４
）
の
ご
高
論
で
「
日
比
野
本
」
と
し
て
比
較
対
象
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
で
も
そ
の
名
称
に
従
う
。

な
お
、
校
本
で
「
日
比
野
浩
信
蔵
本
」
と
し
て
増
補
本
第
四
類
に
掲
出
さ
れ
る
も
の
と
は
別
の
本
で
あ
る
。

（
４
）�

伊
倉
史
人
氏
「『
和
歌
一
字
抄
』
原
撰
本
の
成
立
―
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
清
輔
奥
書
本
の
紹
介
と
考
察
―
」（
国
文
鶴
見
52　

平
成
三
十
年

三
月
）、
同
「
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
清
輔
奥
書
本
『
和
歌
一
字
抄
』
翻
刻
』（
鶴
見
大
学
紀
要
55　

平
成
三
十
年
三
月
）

（
５
）�

日
比
野
「
藤
原
清
輔
の
歌
学
書
の
古
筆
切
に
つ
い
て
―
付
・
清
輔
集
の
古
筆
切
」（
平
安
文
学
論
究
会
編
『
講
座
平
安
文
学
論
究
第
十
五
集
』　

風
間
書
房　

平
成
十
三
年
二
月
）

（
６
）�（
５
）
の
旧
稿
に
お
い
て
は
隆
康
真
筆
か
と
考
え
た
が
、
よ
り
多
く
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
異
な
る
部
分
が
多
く
見
出
さ
れ
、
遺
筆
と
考

え
る
に
至
っ
た
。
旧
稿
を
改
め
た
い
。

（
７
）�

別
府
節
子
氏
「
出
光
美
術
館
蔵
手
鑑
『
浜
千
鳥
』
そ
の
２
」（
出
光
美
術
館
館
報
143　

平
成
二
十
年
五
月
）
に
よ
る
。
な
お
、
掲
載
さ
れ

た
写
真
に
よ
っ
て
翻
刻
を
試
み
た
が
、
読
み
づ
ら
い
箇
所
に
関
し
て
は
書
陵
部
本
を
参
照
し
た
。

（
８
）�

増
補
本
の
現
存
伝
本
は
全
て
、
四
半
本
で
和
歌
一
行
書
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
【
付
記
】　

図
版
の
使
用
を
ご
許
可
下
さ
れ
た
宮
内
庁
書
陵
部
に
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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